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論文内容要旨
 大脳皮質補足眼野(SEF;supplementaryeyefield)は,眼球運動の制御に関しては単純な
 ターゲット指向の衝動性眼球運動(サッカード;saccadiceyemovement)よりも高次な制御
 に関わることが知られているが,まだ十分な機能が分かっていない。今回新たなSEFの機能仮
 説として,単独サッカードの制御でなく,いくつかのサッカードをセットとした制御への関与を
 考えた。ニホンザルを使った眼球運動のセットシフト課題を新たに導入してまず行動解析を行い,
 次にその神経機構を解明すべくSEFから細胞活動を記録し解析した。眼球運動のセットシフト
 課題は指示信号なしで切り換わる2つのターゲットを試行錯誤で見出すものである。
 行動解析では,サルはまず指示信号がなくても試行錯誤により効率的に新たなセットを見出す
 ことが出来ることが判明した。
 このような訓練を受けた動物からSEFの細胞活動を記録した。その結果,課題関連細胞とし
 て3種類の課題関連活動が見出された。(1)ある特定のターゲットの位置にサッカードを行うと
 きに関連した細胞活動がみられる方向選択性細胞活動。(2)ある特定のターゲットのペアに選択
 的に活動するペア選択性細胞活動。(3)サルが選択して固視している位置がターゲットとして正
 解かエラーかという行動結果を反映すると考えられる細胞活動。これらの課題関連細胞の数を調
 べると,行動結果を反映するタイプの細胞が最も多く存在し,その活動はサッカード直後から増
 加して報酬が与えられる直前に低下していた。
 以上の結果から,SEFでは眼球運動セットシフト課題において重要な役割を果たすことが確
 認された。
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 審査結果の要旨
 大脳皮質補足眼野(SEF;supplementaryeyefield)は,眼球運動の制御に関しては,単純
 なターゲット指向の衝動「生眼球運動(サッカード;saccadiceyemovement)よりも高次な制
 御に関わることが知られているが,まだ十分な機能が分かっていない。今回新たなSEFの機能
 仮説として,単独サッカードの制御でなく,いくつかのサッカードをセットとした制御への関与
 を考えた。
 この機能仮説を明らかにするためにニホンザルを使った眼球運動のセットシフト課題を新たに
 導入してまず行動解析を行い,次にその神経機構を解明すべくSEFから細胞活動を記録し解析
 した。この眼球運動のセットシフト課題は指示信号なく切り換わる2つのターゲットを試行錯誤
 で見出すものである。
 その結果,行動解析では,サルはまず指示信号がなくても試行錯誤により効率的に新たなセッ
 トを見出すことが出来ることが判明した。このような訓練を受けた動物からSEFの細胞活動を
 記録した。その結果,課題関連細胞として3種類の課題関連活動が見出された。〔1)ある特定の
 ターゲットの位置にサッカードを行うときに関連した細胞活動がみられるシングルサッカード関
 連活動。(2)ある特定のターゲットのペアに選択的に活動するペアサッカード関連細胞活動。
 〔3)サルが選択して固視している位置がターゲットとして正解かエラーかという行動結果を反映
 すると考えられる細胞活動。これらの課題関連細胞の数を調べると,行動結果を反映するタイプ
 の細胞が最も多く存在し,その活動はサッカード直後から増加して報酬が与えられる直前に低下
 していた。
 以上の結果からSEFでは眼球運動セットシフト課題において重要な役割を果たすことが確認
 できた。これらを明らかにした本研究は学位に値するものと考える。
 一39一
